
１　学年・単元名　第１学年　
しらせたいなカードで　鈴原小学校の「いきもの」をしらせよう　
『しらせたいな、見せたいな』（書くこと）

２　単元目標
　　自分が紹介したい生き物を観察して、メモに書き、それをもとに紹介文を書く。
３　単元の内容

　・紹介したい動物のメモを取る。

　・メモから文章に書き表す方法を学ぶ。

　・紹介文を書く。

　・新１年生に動物を紹介する。
４　本時の目標（第２次３時間目）

メモから紹介文にするときに、着眼点ごとにまとまった文章になっていることに気づく
ことができる。（書くウ・カ）


５　本時の展開　　　　　　

	学　習　活　動
	指　導・支　援
太字：つまずきに対する手立て

	
	

	１　前時の学習を振り返り、本時のめあてを確認する。


２　教科書の紹介文を読み、①～③まで確認する。

①モルモットのメモを使って書いた文章であること

②段落がいくつあるかということ

③読みやすく、わかりやすい文章になっていること

３　教科書のメモの言葉が、文章のどこに隠れているか、班で話し合い、ホワイトボードにメモの言葉を置いていく。

・「同じ言葉を見つけたから置こうかな。」
・「これは毛についての言葉だから置こう。」

・「“ふわふわ”は“やわらかい”と同じ意味だから毛についての言葉だと思う。」


メモの言葉がどこに隠れていたか、どんな風に隠れていたか全体で共有し、気づいたことを発表する。

４　教科書のメモの言葉を使って文章を書き、メモから文章を書く手順を振り返る。
	・メモから文章を書くための学習であることに、単元計画を振り返らせることで意識させる。

・メモを使って書いた文章だと分かるように段落ごとに教科書の文章を読ませる。

・段落ごとに番号を振りながら進める。

・モルモットのメモの言葉をマグネットにして貼ったホワイトボードと、教科書の紹介文を、段落ごとに線で区切ったものを貼ったホワイトボードを２枚用意する。

・メモの言葉がどのように隠れていたかという視点が出てきたら、黄色チョークで書く。

・まとまりを意識できるよう、段落ごとに名前をつける。




４　評価規準

・着眼点をもって、メモの言葉を紹介文の下に置き、その理由を述べている。
・着眼点をもって、メモの言葉を紹介文の下に置いている。
・自分なりの考えで、メモの言葉を置いている。

児童に見られるつまずき


　観察、記録したことから書くことを決め、まとまりのある文章を書くことができない


つまずき解消に向けた指導のポイント


　メモとメモを元に作った文を比較して気付いたことを話し合わせることで、観察、記録したことのメモをもとに、まとまりのある文章を書くことができるようにする





指導事例集ｐ．３１





参考：ホワイトボード


活動の様子





参考：活動の様子





メモのことばが、しょうかい文のどこにかくれているか見つけよう。





メモのことばが、しょうかい文のどこにかくれていたか、はっぴょうしよう。








ホワイトボード使用








